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Abstract：In recent years, many machines and robots using artificial intelligence have been developed. 

In addition, such robots with feelings as Pepper are also beginning to appear in the world. In this paper, the 

possible merits to us, as well as the remedy for the demerits, are considered and discussed, where the robots 

with emotions become pervasive in the human society. 
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１． まえがき 

これまで感情を有したロボットを題材にした数多

くのアニメや漫画が公開されている.その中の多く

では感情を有したロボットと人間が共存して描かれ

ている.しかしながら,何の問題もなく人間とロボッ

トが共存することは実際には難しい,と考えられる.

これについては手塚治虫氏の作品「鉄腕アトム」[１]

の中でも語られている.現在では Pepperなどの人間

に近しい感情を有したロボットが発明されており,

近い将来,人間と同じような感情を有したロボット

が発明されるのももはや時間の問題と考えられる.

本論文では,「差別問題」,「ロボットの利便化」,

「感情がある故の精密な作業への支障」,「ロボット

への対価」,「ロボットと人権」の５つの点に着目し

て述べる.以後,「感情を有したロボット」を単に「ロ

ボット」と記す. 

 

２．差別問題 

現在でも問題になっている人間間での差別問題は

ロボットが社会に出ても起こりうる問題であると考

えられる.差別とは,取り扱いに差をつけること,特

に他よりも不当に低く取り扱うことを意味する[２].

ロボットが社会に深く浸透した場合,人間間におけ

る差別問題同様,人間とロボット間での差別問題へ

と移り変わっていくことは想像に難しくない.なぜ

なら,「差別」とは劣等感に起因するからである.言

わずとも人間とロボットでは知識量が全く違う.ロ

ボットに知識を多くインプットさせれば,それのみ

で人間との差が生じる.そのような場合,果たして劣

等感を感じずにいられる人間がいるであろうか.恐

らくいないはずである.つまり,人間がロボットに対

し差別意識を持ち,不当な扱いをすることが容易に

予想できる.では,どのようにしてそのような起こり

うる差別を回避していくのか,ということについて

以下考察する： 

 「ヒト型ロボットはヒト型ロボットであるがゆえ

に,差別の対象になるのだと言っていいだろう.」

[３].[３]で述べられているように,何故,現在人間と

ロボット間で差別がないのか.それは,現状では人間

よりも能力に劣る部分があり,それ故人間が劣等感

を抱いていなからであるとも考えられるが,それよ

りはロボットの外見がまだ人間に程遠いからである

と考える.事実,現在の差別問題は主に人間対人間の

問題が前提であり,人間と他の動物間での差別問題

は存在していないと考えられる.故に,外見が同じも

の同士であることが差別問題が生じる主たる理由で

あると考えられる.外見も人間そのもの,知能は人間

より高い,そのような人間との上位互換のような存

在にロボットがなった際にはロボットに対する差別

が生じるということは想像に難しくない. 

つまり,感情を有したロボットが世に出ても外見

を人間とは似つかぬ全く別のものにしてしまえば人

間とロボット間での差別は起こらないのではないか

と考えるのが,本研究の主張である. 

 

３．ロボットの利便性 

 インターネット社会となっている現在では,スマ

ートフォンの普及率は年々上がっている.これは主

にスマートフォンの利便性に由来するが,同じよう

に今後ロボットが社会に深く浸透すればするほど,

その利便性ゆえに例えば,企業であれば,計理をロボ

ットに任せれば人間よりも正確かつ迅速に仕事をこ
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なせるであろうことは明白である.また,一般家庭に

おいて家事を任せることにおいても同様であろう.

これにより,作業面では人間が行うことが極端に減

り,多くをロボットがこなしていくこととなる.よっ

て,これまで作業で取られていた時間を他に費やす

こと可能となり,人間にとって更に暮らしが便利に

なる,とも一方では考えられる. 

 

４．感情が備わっている故の作業への支障 

 感情が備わっているロボットが人間と同様「面倒

くさい」,「嫌だ」等私的感情を伴うことも当然考え

られる.それにより,本来発揮することができる作業

において感情があるが故に支障が出てしまう可能性

がある.もし単純な定型作業をさせるためのロボッ

トならば感情を導入する必要はないであろう.つま

り,果たして感情が備わっていることが良いのか.そ

れとも感情を敢えて導入せずただ作業に没頭させる

のか.ロボットへの感情導入については慎重に考え

なくてはならない,と言える. 

 

５．ロボットへの対価 

 「人間は生きるために働き,給料を貰う」というの

はごく一般的な考えと言えるが,では,ロボットの視

点からロボットは何のために働くのか.ロボットも

人間同様働いた際に給与の支払いは発生するのだろ

うか.同じく働くものとして給料が支払われなけれ

ば,ロボットは不満に思うのでは,などといった考察

も行うべきであると本研究では考える.現時点では

ロボットに対し人間同様の基本的欲求[4]は備えら

れていないが,感情を導入することで自ずとロボッ

ト自身に好奇心などが沸いてくるものと考えられる.

また,それにより人間同様の生活を望むロボットも

登場するであろうとも考えられる.それを解決する

ためにも働くロボットには「給与」に値するそれ相

応の対価を支払うべきであると本研究では考える. 

 

６．ロボットと人権  

 そもそもロボットに人権はあるのか.「人権」とは,

人々が生存と自由を確保し,それぞれの幸福を追求

する権利[5]と定義されている.つまり,ロボットに

も感情が備わっているならば幸福を追求する権利が

なければならない,と本研究では考える.ロボットに

とって「生きにくい」社会はロボットにとっても人

間にとってもメリットがないはずである.今後,人間

にとってロボットは必要不可欠な存在であり,人間

が必要としているロボットの生きやすい社会を作り

上げていくことが,人間とロボットの共存の第一歩

となるであろう. 

 

７．むすび 

 本論文ではロボットが社会に深く浸透した場合に

おける社会的影響について考察したが,まだ考察す

べき問題がある.例えば,ロボットに人権が適応され

るならばロボットに対し法律は適応されるのか,ま

た,法律が適応されるなら人間と同じ法律で良いの

か,新しい法律の作成,更に,人間に対する法の改定

などが行われなければならないのか,などといった

法的側面について学術講演会までに考えをまとめ,

それについても発表する予定である. 
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